
 

季   刊 

【発行所】 社会医療法人 明和会 

  大曲中通歯科診療所 ℡0187(62)2323. 

     大仙市大曲上栄町 4-3 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.meiwakai.or.jp/ 

 

こ
れ
ま
で「
脳
卒
中
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
疾
患
の
内
で
、「
脳
内
出
血
」
と「
ク
モ
膜
下

出
血
」
の
、
血
管
が
破
れ
る
こ
と
で
起
こ
る
疾
患
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。
今
回
か

ら
残
り
の「
脳
梗
塞
」
に
つ
い
て
そ
の
概
要
と
、
歯
科
と
の
関
連
に
つ
い
て
お
話
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◆
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
症
状 

「
レ
ン
ズ
拡
線
条
体
動
脈
」
、「
内
側

線
条
体
動
脈
」
、「
前
脈
絡
動
脈
」
、

「
視
床
膝
状
体
動
脈
」
、「
視
床
穿
通

動
脈
」、「
傍
正
中
動
脈
」
な
ど
で
細
い

血
管
が
詰
ま
る
こ
と
か
ら
、
詰
ま
る

場
所
に
よ
っ
て
様
々
な
症
状
を
呈
し

ま
す
。
軽
度
の
呂
律
障
害
、
上
肢
や

下
肢
の
痺
れ
、
麻
痺
な
ど
の
軽
微
な

「
神
経
脱
落
症
状
（し
ん
け
い
だ
つ
ら 

 

く
し
ょ
う
じ
ょ
う
）
」
を
見
せ
ま
す
が
、
意

識
障
害
を
示
す
こ
と
は
非
常
に
稀
と
言

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒
中
で
特
徴
的
な

頭
痛
も
な
く
、
症
状
の
無
い「
無
症
候
性

梗
塞
（
む
し
ょ
う
こ
う
せ
い
こ
う
そ
く
）
」
の

場
合
も
見
ら
れ
ま
す
。 

 

◆
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
診
断 

頭
部C

T

に
て
脳
出
血
、
く
も
膜
下
出

血
が
無
い
か
確
認
し
ま
す
。
出
血
が
無
い

こ
と
を
確
認
し
て
頭
部M

R
I

を
撮
影
し
ま

す
。
病
型
診
断
や
原
因
の
精
査
を
す
る

目
的
で
、M

R

血
管
画
像
（M

agnetic 

resonance 
angiography: 

M
R
A

）
や
頸

動
脈
エ
コ
ー
、
心
原
性
脳
塞
栓
症
の
鑑
別

の
た
め
心
電
図
や
心
エ
コ
ー
、
凝
固
や
線

溶
マ
ー
カ
ー
も
含
め
た
血
液
検
査
も
行
い

ま
す
。 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
  

◇
脳
卒
中
と
は 

 

② 

ラ

ク

ナ

梗

塞

（L
acu

nar 

In
farctio

n
: L

I

）。 

脳
梗
塞
の
中
で
最
も
多
い
タ
イ
プ
の

脳
梗
塞
で
、
脳
の
中
の
穿
通
枝
（
せ
ん
つ

う
し
）
と
い
う

2
00

μ
m

m

程
度
の
細
い

血
管
が
詰
ま
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

「
ラ
ク
ナ
（Lacu

n
ar

）
」
と
は
、「
小
さ
な

空
洞
」
と
い
う
意
味
で
、
ラ
ク
ナ
梗
塞
で

で
き
る

1
5
m

m

未
満
の
小
さ
な「
梗
塞

巣
（
こ
う
そ
く
そ
う
）
」
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
血
圧
が
高
く
な
り
細
い
血
管
に

負
担
を
か
け
る
と
、
血
管
が
脆
く
な
る

こ
と
で
、
破
れ
た
り
、
詰
ま
っ
た
り
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
穿
通
枝
が
破
れ
る
と

脳
出
血
、
詰
ま
る
と
ラ
ク
ナ
梗
塞
に
な

り
ま
す
。 

 

◆
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
分
類 

症
候
群
と
し
て
古
典
的
に
は
、
以
下

に
述
べ
る
よ
う
な
５
つ
の
病
型
が
あ
り 

と
歯
科
治
療
⑤ 

 

 

ま
す
。 

a. 

純
粋
運
動
性
不
全
片
麻
痺 

b. 

純
粋
感
覚
性
卒
中 

c. 

失
調
性
片
麻
痺 

d. 

構
音
障
害
・手
不
器
用
症
候
群 

e. 

感
覚
運
動
脳
卒
中 

 

 

 

 

 

 

緑矢印部が梗塞病変 
文献（５）から引用 

ラクナ梗塞MRI 画像所見 

ラクナ梗塞 

文献(3)より引用 

古典的ラクナ症候群 

 

 



 

中通歯科通
信 NEO 

 ◆
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
治
療 

ラ
ク
ナ
梗
塞
は
小
さ
な
梗
塞
で
す
。
ほ
と

ん
ど
の
場
合
ラ
ク
ナ
梗
塞
だ
け
で
死
に
至

る
こ
と
は
無
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ク

ナ
梗
塞
の
急
性
期
に
対
す
る
治
療
、
脳
梗
塞

後
遺
症
に
対
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
治
療
、
再
発
予
防
の
た
め
の
治
療
が
メ
イ

ン
と
な
り
ま
す
。 

 

 

歯
科
と
の
関
連 

◆
歯
周
病
と
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
予
後 

ス
ペ
イ
ン
・
ガ
リ
シ
ア
州
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
大
学
の
歯
周
病
学
ユ
ニ

ッ
ト
が
医
療
大
学
の
脳
卒
中
ユ
ニ
ッ
ト
と
の
協

力
の
元
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ
ク
ナ
梗

塞
は
概
ね
予
後
が
良
好
で
す
が
、
３
分
の
１

ほ
ど
は
回
復
が
良
く
な
い
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
リ
ス
ク
要
因
と
し
て
は
、
高
血
圧 

 

や
糖
尿
病
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近

の
多
施
設
に
お
け
る
研
究
結
果
の
解
析
で

は
、
歯
周
病
が
あ
る
と
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性

の
脳
梗
塞
リ
ス
ク
が2.8

倍
に
な
る
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
梗
塞
範
囲
の

脳
細
胞
の
壊
死
組
織
の
大
き
さ
が

1.5cm

未
満
で
あ
る
ラ
ク
ナ
梗
塞
を
含
む
い
わ
ゆ

る「
脳
小
血
管
病
（
の
う
し
ょ
う
け
っ
か
ん

び
ょ
う
）
」
の
予
後
に
歯
周
病
が
か
か
わ
る

か
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
ラ
ク
ナ
梗
塞
の120

人
と
健
常

者1
5
7

人
に
つ
い
て
歯
周
病
の
検
査
を
お
こ

な

い
、
３
ヶ
月

後

の
回

復

不

良

者

（mo
d
ified

 R
an

kin Scale

：mR
S

「
脳
卒
中

発
症
後
の
生
活
自
立
度
の
尺
度
」
が

2

よ

り
大
）
と
の
関
連
に
つ
い
て
解
析
を
行 

 

い
ま
し
た
。
解
析
結
果
の
主
だ
っ
た
と
こ
ろ
は

以
下
の
通
り
で
す
・
重
度
の
歯
周
病
は
重
度

の
ラ
ク
ナ
梗
塞
と
の
関
連
が
み
ら
れ
た
。 

・
脳
卒
中
発
症
後
の
予
後
不
良
例
で
は
、
歯

周
病
罹
患
者
が

32.9

％
、
そ
れ
に
対
し
て

非
罹
患
者
は8.6

％
で
あ
っ
た
。 

・
歯
周
病
を
有
す
る
ラ
ク
ナ
梗
塞
の
半
数
で

重
度
の
歯
周
病
が
み
ら
れ
、
対
象
群
の

7.8

％
と
比
較
し
て
重
症
の
歯
周
病
を
有
し

て
い
た
。 

・「
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
症
表
面
積
（
し
し
ゅ
う
え

ん
し
ょ
う
ひ
ょ
う
め
ん
せ
き
） P

eriodontal 

inflam
ed 

surface 
area:P

ISA

＊
」
が

727

㎟
以
上
で
は
、
脳
梗
塞
の
予
後
不
良
が
予

想
さ
れ
る
。 

 

 

 

《
引
用
文
献
》 

（1）
循
環
器
内
科 

c
o
m

 
 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（2）
社
会
福
祉
法
人 

恩
賜
財
団 

済
生
会 

ラ
ク
ナ
梗
塞
グ
ル
ー
プ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（3）
内
科
学 

第10

版 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（1）
神
経
疾
患
治
療
マ
ニ
ュ
ア
ル 

ラ
ク
ナ
梗
塞 

診
断 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ 

（4）
循
環
器
画
像
技
術
研
究
会
（
循
研
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（5）
脳
卒
中
サ
バ
イ
バ
の
ゼ
ン
デ
ラ
Ⅱ 

脳
卒
中
経
験
者
に
よ
る
脳
卒
中

経
験
者
の
た
め
の
日
替
わ
り
世
界
ニ
ュ
ー
ス
速
報 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（6）N
e
sse.W

, et al. P
e
rio

do
ntal in

flam
e
d su

rface
 are

a:qu
an

tifyin
g 

in
flam

m
ato

ry bu
rden

. 3
5: 66

8
-6

73
 P

e
rio

do
nto

l 
 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ （7）

両
角 

祐
子 

歯
周
炎
評
価
指
標
“PIS

A

”
と
は
何
で
す
か
？ 

V
o
l.45

. N
o
.3

 

日
本
歯
科
大
学 

校
友
会
・
歯
学
会 

会
報 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ 
 

 

 

 

 
 PISA（Periodontal Inflamed Surface Area）「歯周ポケット炎症面積」は、2008 年

に Willem.Nesse らによって報告された“歯周病による炎症部の面積を定量的に

評価できる指標”です。臨床的アタッチメ ントレベル、歯肉退縮量、プロービング

時の歯肉からの出血をもとに算出され、歯周ポケット内部の炎症部位の面積を平

方ミリメートル（mm2 ）で表示します。PISA は プロービングポケットデプス

（PPD），プロービン グ時の出血（BOP）でも算出することも可能で、計算用フォー

マットを使用することにより自動的に求められます。この値から歯周炎の重症度

だけでなく、炎症創の広がりを数値化することが可能となりました。これによって

算出される数値が、２型糖尿病における HｂA1c と関連があることが報告されてい

ますが、今後さらに、動脈硬化症、虚血性心疾患などとの関連についても研究が

進むことで、歯周病のこれら疾患医及ぼす影響について解明されるものと思われ

ます。 

歯周病と予後の関連 

歯周ポケット炎症面積（PISA）について 

歯肉縁の位置による歯周上皮表面積の計算法概要 
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